
戦時文庫の成り立ち（１） 

文部省推薦図書と思想統制 

 
 1913（大正2）年、文部省令第22号「通俗

図書認定規程」より、すでに国定となっていた教科

書以外の図書においても、国家による認定が始まり

ました。 

 その後、 1930（昭和5）年に「図書推薦規
程」が公布されます。以前より文部省をはじめとする
各文化団体より、優良図書の認定や推薦は行わ
れていましたが、出版物が激増した背景もあり、より
積極的な国家基準による推薦が行われるようにな
りました。 

 国家権力による図書の認定や優良図書の推薦

は国民の思想を統制し、思想善導へと導くこととな

ります。 

 

 
 

 しかし、国民に対する思想統制が厳しい反面、こ

の時代は国民の読書意欲が飛躍的に向上した時

代であるとも言われています。 

社会教育ニ裨益アリト認メラルル図書ニシテ
特ニ優良ナルモノハ本命ニヨリ之ヲ推薦ス

（「図書推薦規程」より） 



戦時文庫の成り立ち（２） 

貸出文庫の成立 

 
 1933（昭和8）年に改正された「図書館
令」により、国は全国に「貸出文庫」を設置しま
した。これは、推薦図書を普及し、国民の戦意
を高めることを目的としています。 

 当時神奈川県では、未だ県立図書館が誕生
していなかったため、県立金沢文庫が事業を実
施することとなりました。 

 1940（昭和15）年7月1日に、第1回の廻
付を開始し、鎌倉市立図書館、横浜市立金
沢小学校図書室、私立鵠沼図書館（藤沢
町）、藤沢町立藤沢第二小学校の４か所の
巡回を皮切りに事業がスタートしています。 

最初は男女青少年層を主たる対
象者として出発し、図書の内容も
産業、政治、経済部門の図書を 

中心に配本する方針であったが、
硬い内容のものより、文芸娯楽書
などの軟らかい内容の図書がよ 

く利用され、利用者層も小学校児
童の利用が予想外に多く、予算も
当初重要視した産業図書購入費 

を児童図書の方へ振り向けられ
た形であると述べている。出版さ
れる本には毒にも薬にもならない 

ものが多い。良い本を読んでほし
いが、高度な内容の本ばかり選
んでいては事業に支障を来たす
ので、読みやすい内容の図書を
選ばざるを得ない。 

「一般に只今の状態は、やがて読
んでほしい本が読まれるようにな
る下工作である。」そして、著述 

者に対し、学術的な内容でももっ
と平易なものを望む、と注文をだ
している。 
閲覧人数200 人はざらであり、
400 人を突破しているところもある
が、閲覧者の範囲が固定して 

いるようなので、貸出文庫供覧の
看板やポスターを掲げたり、集会
等で周知したり、文庫の目録を 

刷って広く配布するなどして、大い
に宣伝して欲しいと訴えている。
また、図書特に児童書の傷み 

が激しいことを嘆じ、本の取扱上
の注意事項を列記している。 

  

 貸出文庫では１か所につき、最大50
冊が柳行李（柳などで編んだ入れ物）
に詰められて廻付されました。 
 図書は4つの分類＜時局（赤）・産
業（青）・教養（黄）・趣味娯楽
（白）＞に分けられ、それぞれに色テー
プを貼ることで見分けることができました。 

 貸出文庫に使用された柳行李 



戦時文庫の成り立ち（３） 

貸出文庫の繁栄と衰退 

 事業の開始当初は、青少年層を主たる対
象として、選書等を行っていましたが、政治や
経済といった硬い内容の図書よりも、文芸や
娯楽書などが頻繁に利用されたため、読みや
すい内容の図書の割合が増えていきました。 
 

 1940（昭和15）年7月にはじまった貸出
文庫は1942～3（昭和17～18）年に最
盛期を迎えました。閲覧人数は、200人はざ
らであり、400人を突破しているところもあった
と記録されています。 

 1942（昭和17）年5月現在には、廻付
先は66か所となり、激務で倒れる職員も出
るほどでした。 
 

 しかし、1944（昭和19）年、戦況が厳し
くなると、金沢文庫の担当職員の出征も相
次ぎ、いよいよ活動することが不可能な状態
にまで追い込まれ、そのまま終戦を迎えること
となりました。 



戦時文庫の成り立ち（４） 

貸出文庫のその後 
県立図書館のコレクションへ 

 敗戦後、軍国主義的な出版物の没収指令が
占領軍よりくだり、貸出文庫の内、相当数の図
書が接収対象となりました。金沢文庫でも、「軍
国主義的図書の整理処分」（『金沢文庫復興
30年誌』より）をはじめることになり、貸出文庫
にあった図書は永遠に闇へと葬られたかに思われ
ました。 

 しかし貸出文庫の一部は、当時の文庫職員に
よってかくまわれ、20数年を経た1969（昭和
44）年、金沢文庫展示室内の須弥壇（しゅ
みだん：仏像を安置する台座）の下から、発見
されることになりました。 

 これらの資料群は、県の教育センター図書室
で一時的に保管することになりましたが、1979
（昭和54）年、この貴重な資料を全て一括し
て保存・活用するにふさわしい施設として、県立
図書館で受け入れすることとなりました。 
 
 こうして、県立図書館の特別コレクション「戦時
文庫」が誕生したのです。 



戦時文庫の成り立ち（５） 

戦時文庫の構成 

 

 

 

 

 

 

 
分類 一般書 児童書 計 
紙芝居 0 6 6 

 ０門 総記 76 0 76 
 １門 哲学宗教 95 16 111 
 ２門 歴史地誌 294 78 372 
 ３門 社会科学 321 35 356 
 ４門 自然科学 14 8 22 
 ５門 工学 71 24 95 
 ６門 産業 46 2 48 
 ７門 芸術 21 5 26 
 ８門 語学 3 1 4 
 ９門 文学 353 101 454 

計 1294 276 1570 

 当館で「戦時文庫」として所蔵する資料は、
1570点を数えます。多くは、歴史・社会関係の人
文資料、文学などから構成されています。 
 

 貸出文庫の最終的な冊数は6,333冊（タイトル
数は1,800程度）という記録があります。 

 「戦時文庫」として受け入れられたもの以外の図
書の行方ですが、多くはGHQ（連合国軍最高司
令官総司令部）の命により、接収されたと考えら
れます。 

引用「戦時文庫目録稿」より 


